





























































表 1 『日国』における「貧血」と「貧血症」の解説と用例 






































































ていなかった（深瀬 1996a: 39）。初版は、明治 5年（1872）に名山閣から出版され、
1878年に増訂版が出版された。 
著者の奥山虎章は、慶応 4 年（1868）の 8 月に横浜軍陣病院で勤務したことがあ
り、同年の 10 月にそこをやめ、東京の大病院に転勤した。そして、明治3年（1870）
に鹿児島医学校で教師や医員として勤め、明治 4年（1871）に海軍病院に勤務し、明



































































図 3 『内科摘要』の凡例           図4 『内科摘要』の「貧血症」 
（国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/834932） 
 




（06）Anæmia is the common term indicating poverty of the blood. 
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「血液乏少」と訳されている。『医語類聚』の訳語と、原書A New Dictionary on 
Medical Science and Literature(10)の語釈を、表2にまとめて示す。 
 
表 2 『医語類聚』における「anaemia」及びその関連語の訳語 
見出し語 『医語類聚』の訳語 原書の語釈 
Anæmia 乏血 privation of blood 
Leiphæmia 乏血 poverty or paucity of blood 
Hæmaporia 血液乏少 paucity of blood 
Hæmataporia 乏血病 paucity of blood 






表 3 『英和対訳袖珍辞書』初版と『和英語林集成』初版における 
「deficiency」「paucity」「poverty」「privation」の記述 
見出し語 『英和対訳袖珍辞書』初版（1862）の記述 『和英語林集成』初版（1867）の記述 
deficiency 欠乏．不足 meri（減り）、heri（減り）、kan（欠）、
kakeberi（欠け減り） 
paucity 僅少ナルヿ なし 
poverty 貧．難渋 bimbo（貧乏） konkiu（困窮） hin
（貧）madzshiki（貧しき） hinkiu（貧
窮） 





































（07）Ablepsia 失明症 〔ラテン語：a（無）＋ギ語：dlepsis（視力）＋ia（症）〕 
（08）Appendicitis 虫垂炎 〔ラテン語：appendic（虫垂）＋itis（炎）〕 
 
 Oxford English Dictionary（Oxford英英辞典）と、オンラインのOxford learners 
dictionariesでは、「anaemia」の語源について、次のように記述している。 
 
（09）Anaemia  n. Etymology: < modern Latin, < Greek αναιμία want of 
blood, < Greek ἀν priv. + αἷμα blood. 
Oxford English Dictionary 
 
（10）Anaemia  n. Word Originearly 19th cent.:via modern Latin from 
Greek anaimia, from an- ‘without’ + haima ‘blood’. 
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  Anaemia 〔an（貧）＋haima（血）〕 
 













（06）Anæmia is the common term indicating poverty of the blood. 
































































発行年 書名 ANEMIA 
1867 『和英語林集成 初版』 なし 
1872 『和英語林集成 再版』 なし 
1886 『和英語林集成 三版』 和英の部  Hinketsu  貧血（med.）Anemia 
英和の部  Anæmia hinketsu（貧血） 
1900 『独羅英和医学字彙』 Anamie 貧血病 
1910 『和羅独英新医学辞典』 Anaemia 貧血 
1931 『研究社新和英大辞典』 貧血［症］n.（医）Anaemia （米）anemia ～no（の）a. 
Anaemic. ～suru（する） v. 









































































































































表 5 国語辞書における「貧血」の語釈 




1893 『日本大辞書』 身ニ血ノ量ガ乏シイコト。貧血症 
1897 『日本新辞林』 身に血の量の乏しき。 
1898 『ことばの泉：日本大辞典』 病の名。血液不足にして、身体を栄養するに適せざるも
の。大病の後、産後、胃の慢性病などより起る。 
1907 『辞林』 身体の血液が適度の量より少なきと、貧血 
「貧血性」 貧血なる体質 
 
４．６ 「NINJAL-LWP for BCCWJ」による「貧血」の文法的性質 
 現代日本語における「貧血」の文法的性質について、「NINJAL-LWP for 
BCCWJ」（以下、NLB）を用いて簡単に見てみる。 
NLBは、国立国語研究所（以下、国語研）が構築した『現代日本語書き言葉均衡









































表 6 英華辞典における「anaemia」の翻訳 
発行年 書名 Anaemia 
1872 『盧公明英華萃林韻府』（ドーリットル） Anæmia.（or bloodlessness）血虚薄皮色白 
1884 『井上哲次郎訂増英華字典』 Anæmia. Bloodlessness 血虚薄皮色白 
1908 『顔恵慶英華大辞典』 Anæmia.（医）血虚、血虧、血枯 
1913 『商務書館英華新字典』 Anæmia, 乏血病 
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発行年 書名 「虚血」の語釈 
2008 『広辞苑 第6版』  急性の局所性貧血のうち、特にその程度が重く、流入血
液量が極度に減少した状態。血管の結紮狭窄血栓などの
場合に見られる。  
2012 『大辞泉 第2版』  組織や臓器への動脈血の流入が減少あるいは途絶するこ
と。乏血（ぼうけつ）。 




















































































































て、Oxford English DictionaryとOxford learners dictionariesで調べてみると、そ
の語源については、次のようにある。 
  
（64）Etymology: modern Latin, < Greekἴσχαιμος stanching or stopping 
blood, < ἴσχειν to hold + αἷμα blood. 
Oxford English Dictionary 
 
（65）Word Origin: late 19th cent. (denoting the staunching of bleeding): 
modern Latin, from Greek iskhaimos ‘stopping blood’, from iskhein ‘keep 
back’ + haima ‘blood’. 


































（6） 原書は、Essentials of Principles and Practice of Medicine（1869）である。 










（11） 原書には、「hypohæmia」に「hypæmia」とあり、「hypæmia」に「deficiency of blood」と
ある。 
（12） 『内科摘要』の原書には、「症」にあたる言葉がないため、桑田衡平がつけたと思われる。 
（13） 『医語類聚』の増補版には、「hypohæmia 貧血症」とある。 





















深瀬泰旦（1995）「海軍大医監 奥山虎炳（1840～1926）」『日本医史学雑誌』41-3 日本医史学会 
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NINJAL-LWP for BCCWJ  https://nlb.ninjal.ac.jp/ 
Oxford English Dictionary（Oxford英英辞典）https://www.oed.com/ 
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